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科目 ゼミナールⅠ（P) 担当高崎　義幸 履修学年 3年

時間数：90分×時限×16回（週1回） 履修区分：必修 2単位
【授業目標・到達目標】 
本ゼミでは、知多半島で展開されているグリーン・ツーリズムやブルーツーリズム、海業といった地場産
業と観光産業を組合せた観光まちづくりが、どのように生成し、展開しており、さらにいかなる政策的支
援が必要なのか、といった課題について調査研究する。実際に現場に足を運び、参与・非参与観察やイ
ンタビュー等の調査を行う。 
　ゼミではグループワークや発表・討論を中心に行う。そのため、ゼミ生には十分な準備と積極的な参
加が要求される。ゼミの活動を通じて、聴く、話す、調べる、整理する力を養う。 

【履修注意】 
ゼミは学生主体で運営されるため、欠席は原則認められない。欠席回数が5回に達した時点で単位を認
めない。 
日常的に調査（文献・資料調査、聞き取り調査、アンケート調査、観察）に出かけることが多くなるので、
クラブ・サークル活動やアルバイトとの両立が要求される。 

【評価方法】 
出席状況、プレゼンテーション、議論などを総合的に評価する。 
【試験について】 
　定期試験の代わりに理解度確認テスト、レポートを課す。 
【予習・復習】 
学修時間は1単位45分が文部科学省指針である。1単位科目は90分の講義に対して45分、2単位科目
は90分の講義に対して90分の自宅学習(予習、復習)が必要。ゼミ内で指示された課題へ取り組むこと。 
【教科書】 
使用しない。適宜資料を配布する。 
【参考書】 

【その他の注意事項】 

【授業計画・内容】

1 オリエンテーション ゼミの方針・ルールの確認、自己紹介

2 基盤醸成
2年次に執筆した自分づくり論文のプレゼンテーション留学組は、
留学に関するプレゼンテーション

3 アクティブ・ブック・ダイアローグ 与えられた資料を読み、まとめ、発表する練習
4 アクティブ・ブック・ダイアローグ 与えられた資料を読み、まとめ、発表する練習
5 フードツーリズム論①
6 フードツーリズム論②
7 フードツーリズム論③
8 フードツーリズム論④
9 フードツーリズム論⑤
10 調査計画立案 個人又はグループでフードツーリズムに関する調査計画立案

調査計画立案 個人又はグループでフードツーリズムに関する調査計画立案

12 発表 フードツーリズムに関する発表

15 発表 フードツーリズムに関する発表
16 総まとめ これまでの学習成果の確認と課題提出

13 発表 フードツーリズムに関する発表
14 発表 フードツーリズムに関する発表
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